
 

関西大学の教育に関する三つの方針（留学生別科） 

 

理念・目的  関西大学は、「学の実化（がくのじつげ）」を学是（理念）として掲げ、教育研究活動を展開しています。これは、大学が研学の府として学問における真理追究だけに終

わるのではなく、社会のあるべき姿を提案し、その必要とするものを提供することによって「学理と実際との調和」を求める考え方です。 

この「学の実化」を実現するために、不確実性の高まる社会の中で困難を克服し未来を切り拓こうとする強い意志と、多様性を尊重し新たな価値を創造することができ

る力とを有する人材を育成します。 
 

  
 

修了認定の方針（ディプロマ・ポリシー）  教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
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留学生別科では、関西大学の学部または研究科を

中心に、国内の大学または大学院に進学を希望する

外国人に対し、日本語、日本事情、日本文化等を教

授し、学術活動の基礎となる能力を養うことで、国 

際的視野に立つ有為な人材を育成することを目的と 

しています。この目的を具現化した人材として、次

の能力および主体的な態度を身につけた者に対して 

修了を認定します。 
 

１（知識・技能） 

大学や大学院で学ぶために必要な言語運用能力や

情報リテラシーを修得し、それらを総合的に活用

することができる。 
 

２（思考力・判断力・表現力等の能力） 

学術活動の基礎となる能力を養い、国際的な視野

に立って「考動力」を発揮することができる。 
 

３（主体的な態度） 

日本語や日本事情などの学びを通じて、日本での

生活や多様な環境に適応できる異文化適応能力を 

修得し、直面する課題に主体的に取り組むことが

できる。 

 

留学生別科では、修了認定の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）に掲げる目標を達成するために、次の点を踏まえて、日

本語科目、特別演習科目、日本事情科目、総合科目、基礎科

目を体系的に編成します。 
 
１ 教育内容 

（１）日本語科目 

ア 言語能力レベル（日本語習熟度レベル）にあわせて段

階的に基礎から応用まで４技能（読む・書く・聞く・

話す）を身につけることを目指す。 

イ ICT や e ラーニングを活用した学習コンテンツを活用

し、コンピュータ・リテラシーや情報リテラシーを養

う。 

（２）特別演習科目 

レポートや論文を論理的かつ学術的な文書で作成する

スキルや口頭発表スキルなど、大学・大学院での学術

活動で求められる日本語能力を養成する。 

（３）日本事情科目 

講義や学外訪問活動を通じて、日本の文化・習慣など

日本で生活する上で必要となる基本的知識を修得す

る。 

（４）総合科目 

日本の大学・大学院で学習するにあたり必要となる日

本の政治・経済・社会・地理・歴史などの知見を深め

る。 

（５）基礎科目 

日本の大学・大学院で学習するにあたり必要となる英

語・数学・理科の基本的知識を修得する。 

２ 学習成果の評価 

（１）日本語科目はクオーター毎に、それ以外の科目はセメ

スター毎に試験を行い、知識・能力の修得状況を総合

評価する。 

（２）入学時および各セメスター末に日本語能力の到達度確

認試験を実施し、日本語能力の習熟度を確認する。 

（３）各セメスター終了時に、単位の修得状況や GPA、日本

語能力到達度確認試験の結果を確認し、アカデミッ

ク・アドバイザーの個別面談による学習指導を行う。 

留学生別科では、修了認定の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）および教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポ

リシー）に基づく教育を受けるために必要な、次に掲げる

知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力および主体

的な態度を備えた入学者を広く受け入れます。 
 
１ 高等学校までの 12 年にわたる教育課程で求められる基

礎的な学力を有している。 
 

２ 300 時間以上の日本語学習歴を有するなどして、基本的

な日本語を理解できる。 
 

３ 日本語や日本事情などを主体的に学ぶ意欲を持ち、学

びを通じて「考動」する基盤を有している。 

 


